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事業実施課 農林振興課 

 

※表が足りない場合は、適時追加してください。 

※Ｈ２８・Ｈ２９・Ｈ３０各年度の評価の根拠は昨年度ご提出資料を貼り付けましたのでご確認

ください。Ｒ元年度ご記入ください。また、何を表した数値であるかを、具体的に記入してく

ださい。 

※２８年度・２９年度・３０年度・元年度の女性委員の登用者数を記入してください。 

※当課にて記載した説明についてもご確認いただき、適宜修正加筆お願いします。 

事業番号 9 

事業名 認定農業制度、家族経営協定活用等の促進 

（Ｈ２８） 

Ｂ評価の根拠 

平成２８年度では、目標数値を伊賀市農業経営基盤強化促進協議会委員に占める女

性委員の割合を 8.3％(12人中 1名)と定めており、当該年度では、1名の女性委員

を委嘱していたことから、目標値を達成していた。 

（Ｈ２９） 

Ｄ評価の根拠 

平成２８年度に目標数値を達成したことから、委員期間満了(2か年)となる当該年

度に目標値を 16.7％(12 人中 2 名)と変更したが、委嘱した女性委員が 1 名であっ

た。 

（Ｈ３０） 

Ｄ評価の根拠 

伊賀市農業経営基盤強化促進協議会は、地域農業を支える認定農業者の認定や、

伊賀市農業経営基盤強化の内容に係る審議等を行っている。農業委員会・JA・土地

改良連合会等の各団体から推進されたものを委員として委嘱しているが、審議内容

から、営農や農政に精通した男性委員が多くなっている。また、推進を依頼する各

種団体内での女性職員・会員の割合も少ないことも原因の一つであることから、委

員総数１１人中、女性委員が１名となり、９．１％の登用率であったため、評価を

「D」とした根拠である。 

（Ｒ元） 

Ｃ評価の根拠 

男性の伊賀市農業経営基盤強化促進協議会委員が 1 名自己都合により辞職した

ため、委員総数 10 人中、女性委員が 1 名となり、女性の登用率が 9.1％から 10％

に増加した。 

 

参考 自己評価 

   Ａ：かなり取り組みができた・・・１０５％以上 

   Ｂ：取り組みが出来た・・・・・・９０％以上～１０５％未満 

   Ｃ：取り組みが不十分だった・・・７５％以上～９０％未満 

   Ｄ：取り組みができなかった・・・７５％未満 


